
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 大沼郡三島町大字早戸字湯ノ平687 主な構造・工法 板倉構法 

グループ構成 合計 74 社（原木供給／4 社、製材／5 社、建材流通／2 社、プレカ
ット／2社、設計／7社、施工／9社、その他／45社） 価格帯 1,500 万円程度 

代表者名 佐久間源一郎（佐久間建設工業株式会社 代表取締役） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 ・国土交通省「地域材木造住宅振興事業」採択 
・福島県林業研究グループ等活動発表会県知事賞受賞 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：金親丈史 
[メール] iorikurabu@gmail.com 
[電話] 080-1668-9643 [ＦＡＸ] 0241-42-7177 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http:// sub.ms.hmk-temp.com/index.html  

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
●日本の民家の形である「土間」「板の間」「座敷」を基本的な間取りとし、
風が通り抜ける家とします。 
●深い庇は、風雨から建物を守ると同時に、日差しを調整することで、 
良好な室内環境をもたらします。 

●近隣とのコミュニティを育む場として設けられた縁側や土間空間は、 
住まいの温熱環境向上にも一役かっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●生活を長期にわたってサポートするワンストップ 
窓口である「ＩＯＲＩ生活サポートセンター」を 
開設することで、住まい手のライフスタイルを 
一緒にデザインし、住まい手の意向が十分反映された 
住まいづくりを心掛ける。 

●アフターサービスとして、暮らしを支える 
様々な課題をＩＯＲＩ俱楽部が連携している専門家 
と共に解決できる体制づくりを目指します。 

067
ＩＯＲＩ倶楽部 
会津（会津若松 ・喜多方）・県中（郡山）・いわき 
[グループの特徴とメッセージ] 
●ＩＯＲＩ倶楽部は、地域に根差した住まいづくりと住まい手の生活を応援する専門家集団です。 
●生活に纏わる様々な課題に対して、多様な役割を担う人々と連携を図りながら、 
地域材の有効利用と伝統的な技術に熟達した職人の手によって、しっかりとした木組みの住まいを提供いたします。 
 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

■日本の伝統的な民家の「土間」「板間」「座敷」を基本とした間取り 

■IORI 生活を支える連携体制


